
JP 2000-79604 A5 2006.5.18

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 5月 18日 (2006.5.18)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2000-79604(P2000-79604A)
【 公 開 日 】 平 成 12年 3月 21日 (2000.3.21)
【 出 願 番 号 】 特 願 平 11-150828
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｂ ２ ７ ＬＢ ２ ７ ＬＢ ２ ７ ＬＢ ２ ７ ＬＢ ２ ７ ＬＢ ２ ７ ＬＢ ２ ７ ＬＢ ２ ７ Ｌ    5/02     (2006.01)   5/02     (2006.01)   5/02     (2006.01)   5/02     (2006.01)   5/02     (2006.01)   5/02     (2006.01)   5/02     (2006.01)   5/02     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ２ ７ Ｌ    5/02          Ｂ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 16日 (2006.3.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 原 木 芯 出 し 装 置 は 、 変 位 量 検 知 器 及 び 回 転 角 検 知 器 か ら の デ ー タ に 基 づ い て 演 算 さ
れ た 原 木 軸 芯 の デ ー タ に よ り Ｘ 軸 及 び Ｙ 軸 の 各 補 正 装 置 に 補 正 デ ー タ を 出 力 し て 原 木 を Ｘ
軸 及 び Ｙ 軸 の 方 向 へ 移 動 し て 原 木 の 軸 芯 を ス ピ ン ド ル に 一 致 さ せ て 原 木 を 芯 出 し し て い る
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
従 来 公 知 の ベ ニ ヤ レ ー ス １ の フ レ ー ム ３ に は 左 右 一 対 の 水 平 フ レ ー ム ５ が 、 原 木 ７ を チ ャ
ッ キ ン グ し て 回 転 さ せ る 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 軸 中 心 線 の 方 向 、 即 ち 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９
の 長 手 方 向 と 直 交 す る 各 断 面 で の 回 転 中 心 Ｐ を 結 ぶ 仮 想 線 と 直 交 し 、 該 切 削 用 ス ピ ン ド ル
９ 側 と 原 木 の 芯 出 し 位 置 側 と に わ た る 長 さ で 水 平 方 向 の Ｘ 方 向 へ 延 出 し て 設 け ら れ て い る
。 該 水 平 フ レ ー ム ５ に は 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 軸 中 心 線 と 平 行 な Ｚ 方 向 へ 延 出 す る 可 動 フ
レ ー ム １ １ の 両 端 部 が 、 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 軸 中 心 線 と 直 交 す る Ｘ 方 向 へ 移 動 可 能 に 支
持 さ れ 、 該 可 動 フ レ ー ム １ １ の 両 端 部 に 設 け ら れ た ナ ッ ト （ 図 示 せ ず ） に は 水 平 フ レ ー ム
５ に 取 付 け ら れ た 電 動 モ ー タ １ ３ に 連 結 さ れ 、 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 軸 中 心 線 と 直 交 す る
Ｘ 方 向 に 軸 中 心 線 を 有 し て 軸 支 さ れ た 送 り ね じ 等 の 移 動 部 材 １ ５ が 連 結 さ れ て い る 。 そ し
て 可 動 フ レ ー ム １ １ は 電 動 モ ー タ １ ３ に よ り 駆 動 さ れ る 移 動 部 材 １ ５ に よ り 、 切 削 用 ス ピ
ン ド ル ９ 上 方 の 供 給 位 置 と 後 述 す る 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ 上 方 の 芯 出 し 位 置 と の 間 で 往
復 移 動 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 第 ３ 記 憶 領 域 ４ ５ ｃ に 記 憶 さ れ た 原 木 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面
に 想 定 さ れ る 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ デ ー タ に 基 づ い て 電 動 モ ー タ ３ １ を 駆 動 制 御 し 原 木 ７ を 更



に 回 転 さ せ 、 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ の 軸 中 心 線 と 平 行 な Ｚ 方 向 よ り 見 て 原 木 ７ の 両 木 口
７ ａ 、 ７ ｂ 面 に 想 定 さ れ る 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 共 通 に 通 る 仮 想 線 Ｍ Ｌ １ を 鉛 直 方 向 、 即 ち
ホ ル ダ １ ７ に 対 す る 保 持 部 材 ２ １ の 移 動 方 向 に 一 致 さ せ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ は 同 時 に ス ピ ン ド
ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ か ら 仮 想 線 Ｍ Ｌ １ ま で の 距 離 を 演 算 し 、 こ の デ ー タ の 信 号 に よ り 、 電 動
モ ー タ １ ３ を 駆 動 し 、 ま た 回 転 角 検 出 器 １ ３ ａ で 位 置 の 情 報 を 得 て 、 可 動 フ レ ー ム １ １ を
切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ 側 か ら 、 保 持 部 材 ２ １ に 定 め ら れ た 鉛 直 線 Ｖ Ｌ １ が 上 記 仮 想 線 Ｍ Ｌ １
と 一 致 す る よ う に 移 動 さ せ る （ 図 ７ 及 び 図 ８ 参 照 ） 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 電 動 モ ー タ １ ３ を 駆 動 し て 各 保 持 部 材 ２ １ に よ り 原 木 ７ を
保 持 し た 状 態 で 可 動 フ レ ー ム １ １ を 、 原 木 ７ の 木 口 に 想 定 さ れ る 夫 々 の 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ
が 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ を 通 る 鉛 直 線 Ｖ Ｌ ２ に 至 る ま で 移 動 さ せ 、 該 夫 々 の 芯
位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ に 一 致 さ せ る 。 次 い で ス ピ ン ド ル 作 動
部 材 （ 図 示 せ ず ） を 作 動 し て 各 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ を 相 互 が 近 接 す る 方 向 へ 移 動 し て 原 木
７ の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ を 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ に て チ ャ ッ キ ン グ さ せ る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
そ し て 上 記 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ に よ る 原 木 ７ の チ ャ ッ キ ン グ 後 に Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で
第 １ 作 動 部 材 １ ９ を 復 動 し て 保 持 部 材 ２ １ に よ る 原 木 ７ の 保 持 を 解 除 さ せ た 後 、 電 動 モ ー
タ ２ ３ を 駆 動 し て 各 保 持 部 材 ２ １ を 初 期 位 置 へ 戻 し て 原 木 ７ の 芯 出 し 供 給 作 業 を 終 了 す る
。 尚 、 実 施 形 態 １ に お い て 、 所 定 位 置 へ の 移 動 の た め に 基 準 と な る 線 と し て 保 持 部 材 ２ １
に 設 定 し た 仮 想 線 Ｖ Ｌ １ は 、 保 持 部 材 に 対 し 定 ま っ た 位 置 に あ る 点 と し て 、 図 ４ に お け る
保 持 部 材 ２ １ の 左 右 方 向 の 中 心 と な る 点 を 選 択 し 、 こ の 点 を 通 り ホ ル ダ １ ７ に 対 す る 保 持
部 材 ２ １ の 昇 降 方 向 と 平 行 と な る よ う な 線 と し た が 、 該 点 は 保 持 部 材 ２ １ に 対 し て 定 ま っ
た 位 置 に あ り さ え す れ ば 良 く 、 保 持 部 材 ２ １ に よ る 原 木 ７ の 保 持 に 支 障 が な け れ ば 、 例 え
ば 保 持 部 材 ２ １ の 外 に 設 定 し て も 良 い 。 即 ち 、 前 記 左 右 方 向 の 中 心 と な る 点 以 外 に 設 定 さ
れ た 点 を 通 り 保 持 部 材 ２ １ の 昇 降 方 向 と 平 行 と な る よ う な 仮 想 線 と し て 、 図 ４ で 仮 想 線 Ｖ
Ｌ １ よ り 右 側 に ず れ た 仮 想 線 Ｖ Ｌ ３ を 保 持 部 材 ２ １ に 設 定 す る の で あ る 。 ホ ル ダ １ ７ を 移
動 さ せ る 場 合 は 、 図 ７ を 用 い て 説 明 し た 仮 想 線 Ｍ Ｌ １ に 仮 想 線 Ｖ Ｌ ３ が 一 致 す る ま で Ｃ Ｐ
Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で ホ ル ダ １ ７ を 移 動 さ せ 、 保 持 部 材 ２ １ で 原 木 ７ を 保 持 す る 。 次 い で 仮
想 線 Ｖ Ｌ ３ が 仮 想 線 Ｖ Ｌ ２ に 一 致 す る ま で ホ ル ダ １ ７ を 移 動 さ せ 、 該 移 動 中 又 は 移 動 後 に
、 保 持 部 材 ２ １ を 各 々 原 木 ７ の 木 口 面 に 想 定 さ れ る 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ が 切 削 用 ス ピ ン ド ル
９ の 回 転 中 心 Ｐ の 高 さ に 一 致 す る ま で 移 動 さ せ 、 次 に 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ に よ り 原 木 ７ を
チ ャ ッ キ ン グ す る 様 に 制 御 す る の で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
実 施 形 態 ２
実 施 形 態 １ に お い て は 、 ホ ル ダ １ ７ を 、 保 持 部 材 ２ １ の 基 準 仮 想 線 Ｖ Ｌ １ が 切 削 用 ス ピ ン
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ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ を 通 る 位 置 と 、 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ 側 の 任 意 位 置 と の 間 を 直 線 往
復 移 動 さ せ た が 、 実 施 形 態 ２ は ホ ル ダ １ ７ を 、 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ 側 の 任 意 位 置 と 、 芯 出
し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ 側 の 保 持 部 材 ２ １ の 基 準 仮 想 線 が 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ か
ら 所 定 距 離 離 れ た 位 置 と の 間 を 直 線 往 復 移 動 さ せ る も の で あ る 。 即 ち 実 施 形 態 ２ は 、 各 部
材 の 構 成 は 実 施 形 態 １ と 同 一 で あ る が 、 ホ ル ダ １ ７ に 想 定 さ れ る 基 準 仮 想 線 と 制 御 手 段 と
し て の Ｃ Ｐ Ｕ に よ る 制 御 内 容 が 実 施 形 態 １ と 異 な る の で あ る 。
以 下 説 明 す る 。
実 施 形 態 １ と 同 様 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ に よ り 原 木 ７ を 、
少 な く と も １ 回 転 さ せ な が ら 原 木 ７ の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ に お け る 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 検 出
し 、 次 に 原 木 ７ を 更 に 回 転 さ せ 、 Ｚ 方 向 よ り 見 て 原 木 ７ の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 に 想 定 さ れ
る 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 共 通 に 通 る 仮 想 線 Ｍ Ｌ １ を 鉛 直 方 向 に 一 致 さ せ る 。
一 方 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 可 動 フ レ ー ム １ １ の 移 動 に よ り ホ ル ダ １ ７ が 芯 出 し 用 ス ピ
ン ド ル ２ ９ 側 ヘ 移 動 さ れ る 場 合 は 、 図 １ １ に 示 す 様 に ホ ル ダ １ ７ の 基 準 仮 想 線 Ｖ Ｌ １ が 、
切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ か ら 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ 側 ヘ 所 定 距 離 Ｌ ４ 離 れ た 定
位 置 に 常 に 移 動 さ せ 該 位 置 で 待 機 さ せ て お く 。
以 上 の 様 に 仮 想 線 Ｍ Ｌ １ を 鉛 直 方 向 に 一 致 さ せ 、 ま た ホ ル ダ １ ７ を 該 定 位 置 に 待 機 さ せ た
後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ に よ り ホ ル ダ １ ７ に 想 定 さ れ た 基 準 仮 想 線 Ｖ Ｌ １ と 仮 想 線 Ｍ Ｌ １ と の 間 の
距 離 Ｌ ５ を 演 算 し 、 ま た 保 持 部 材 ２ １ の 前 記 Ｚ 方 向 の 移 動 に よ り 保 持 部 材 ２ １ で 原 木 ７ を
両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ で 保 持 さ せ た 後 、 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ に よ る 原 木 ７ の チ ャ ッ キ ン グ
を 解 除 さ せ る 。
次 い で Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 、 可 動 フ レ ー ム １ １ を 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ 側 に 、 ホ ル ダ １
７ の 基 準 仮 想 線 Ｖ Ｌ １ が 図 １ １ に お い て 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ を 通 る 鉛 直 線 Ｖ
Ｌ ２ よ り 右 側 へ 距 離 Ｌ ５ 離 れ た 位 置 と な る ま で 移 動 さ せ て か ら 停 止 さ せ る 。 こ の 可 動 フ レ
ー ム １ １ の 移 動 中 又 は 移 動 終 了 後 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 、 夫 々 の 電 動 モ ー タ ２ ３ を 、 原 木
７ の 各 木 口 面 に 想 定 さ れ る 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ デ ー タ と 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ 回 転 中 心 Ｐ の 位
置 デ ー タ と に 基 づ い て 個 別 に 駆 動 制 御 し て 、 対 応 す る 夫 々 の 保 持 部 材 ２ １ を 昇 降 方 向 に 移
動 さ せ 、 原 木 の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 に 想 定 さ れ る 夫 々 の 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 切 削 用 ス ピ ン
ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ の 高 さ に 一 致 さ せ る 。
こ れ ら 動 作 の 終 了 後 、 ス ピ ン ド ル 作 動 部 材 （ 図 示 せ ず ） を 作 動 し て 各 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９
を 相 互 が 近 接 す る 方 向 へ 移 動 し て 原 木 ７ の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ を 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ に て チ ャ
ッ キ ン グ さ せ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
ホ ル ダ ５ ７ 及 び 保 持 部 材 ５ ５ は 、 軸 ５ １ を 駆 動 制 御 し て 芯 出 し さ れ る 原 木 ７ と 干 渉 し な い
、 例 え ば 保 持 部 材 ５ ５ の 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ が 鉛 直 方 向 を 向 く よ う に 回 動 待 機 さ れ て い る （ 図 １
２ 参 照 ） 。 尚 、 ホ ル ダ ５ ７ 及 び 保 持 部 材 ５ ５ の 待 機 状 態 と し て は 、 上 記 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ が 切
削 用 ス ピ ン ド ル ９ 側 に 傾 い た 状 態 で あ っ て も よ い 。 尚 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ に は 、 軸 ５ １ の 中 心 Ｒ と
切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ と の 間 の 距 離 ｒ の 値 と 、 該 中 心 Ｒ と 回 転 中 心 Ｐ を 結 ぶ 仮
想 線 Ｍ Ｌ ４ と 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ と が な す 角 度 θ １ の 値 と が 入 力 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 第 １ 作 動 部 材 １ ９ を 作 動 し て ホ ル ダ ５ ７ を 互 い に 近 接 す る

(3) JP 2000-79604 A5 2006.5.18



方 向 へ 移 動 し て 保 持 部 材 ５ ５ に よ り 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ に チ ャ ッ キ ン グ さ れ た 原 木 ７
の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ を 保 持 さ せ た 後 、 第 ２ 作 動 部 材 ３ ５ を 復 動 し て 各 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル
２ ９ を 互 い に 離 間 す る 方 向 へ 移 動 し て 原 木 ７ の チ ャ ッ キ ン グ を 解 除 さ せ る 。 次 い で Ｃ Ｐ Ｕ
４ １ は 、 軸 ５ １ の 中 心 Ｒ か ら 原 木 ７ の 各 木 口 面 に 想 定 さ れ る 芯 位 置 デ ー タ ま で の 各 距 離 と
前 記 距 離 ｒ の デ ー タ と に 基 づ い て 該 各 距 離 を 前 記 距 離 ｒ と 等 し く す る た め に 必 要 な 各 保 持
部 材 ５ ５ の 半 径 方 向 の 移 動 量 を 演 算 す る 。 該 演 算 さ れ た 結 果 に よ り 出 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か
ら の 信 号 に よ り 、 個 別 に 各 電 動 モ ー タ ２ ３ を 駆 動 制 御 し 、 回 転 角 検 出 器 ２ ３ ａ に よ り 各 保
持 部 材 ５ ５ が 該 演 算 さ れ た 量 移 動 し た こ と が 確 認 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 に よ り
電 動 モ ー タ ２ ３ の 駆 動 を 各 々 停 止 さ せ る 。 そ の 結 果 、 該 保 持 部 材 ５ ５ に 保 持 さ れ た 原 木 ７
の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 に 想 定 さ れ る 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ が 、 軸 ５ １ の 中 心 Ｒ を 中 心 と し 切 削
用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ を 通 る 円 弧 上 に 一 致 す る こ と に な る （ 図 １ ６ 参 照 ） 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 電 動 モ ー タ ５ ３ を 駆 動 し て 軸 ５ １ を 図 １ ６ で 反 時 計 方 向 に
回 動 さ せ て ホ ル ダ ５ ７ を 回 動 さ せ 、 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ が θ １ と θ ２ を 合 わ せ た 角 度 回 動 し た こ
と が 回 転 角 検 出 器 ５ ３ ａ に よ り 確 認 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ は 電 動 モ ー タ ５ ３ を 停 止 す る 信
号 を 出 し て 該 回 動 を 停 止 さ せ る 。 そ の 結 果 、 ホ ル ダ ５ ７ は 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ が 該 中 心 Ｒ と 回 転
中 心 Ｐ を 結 ぶ 仮 想 線 Ｍ Ｌ ４ と 、 ま た 原 木 ７ に お け る 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 に 想 定 さ れ る 芯 位
置 ７ ｃ 、 ７ ｄ が 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ と 一 致 す る こ と に な る （ 図 １ ７ 参 照 ） 。
次 い で ス ピ ン ド ル 作 動 部 材 （ 図 示 せ ず ） を 作 動 し て 各 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ を 原 木 ７ の 両 木
口 ７ ａ 、 ７ ｂ 側 に 移 動 し 圧 接 さ せ る こ と で 、 前 記 想 定 さ れ る 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ と 切 削 用 ス
ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ と が 一 致 し た 状 態 で 、 原 木 ７ が 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ に チ ャ ッ キ ン
グ さ れ る 。
次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 第 １ 作 動 部 材 １ ９ を 復 動 し て 保 持 部 材 ５ ５ に よ る 原 木 ７ の
保 持 を 解 除 さ せ た 後 、 夫 々 の 電 動 モ ー タ ５ ３ を 駆 動 し て 図 １ ７ で 軸 ５ １ を 時 計 方 向 に 回 動
さ せ 、 角 度 θ １ 回 動 し た こ と が 回 転 角 検 出 器 ５ ３ ａ に よ り 確 認 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ は 電
動 モ ー タ ５ ３ に 停 止 す る 信 号 を 出 し て 電 動 モ ー タ ５ ３ を 停 止 さ せ る と 、 各 保 持 部 材 ５ ５ は
、 図 １ ２ に 示 す 初 期 位 置 へ 戻 り 原 木 ７ の 芯 出 し 供 給 作 業 を 終 了 す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
そ し て 実 施 形 態 ３ と 同 じ 原 木 ７ を 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ で チ ャ ッ キ ン グ し 同 様 の 作 用 で
少 な く と も １ 回 転 さ せ 原 木 ７ の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 で の 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 演 算 処 理 し 、
ま た Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 電 動 モ ー タ ５ ３ を 駆 動 制 御 し て 図 １ ２ の 初 期 状 態 か ら 軸 ５ １
を 時 計 方 向 に 回 動 さ せ 、 図 １ ８ に 実 線 で 示 す 様 に 保 持 部 材 ５ ５ に 設 定 し た 基 準 仮 想 線 Ｍ Ｌ
２ が 仮 想 線 Ｍ Ｌ ５ に 対 し 所 要 の 角 度 α ず れ た 位 置 に 回 動 し た こ と を 回 転 角 検 出 器 ５ ３ ａ に
よ り 確 認 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ は 電 動 モ ー タ ５ ３ に 停 止 す る 信 号 を 出 し て 電 動 モ ー タ ５ ３
を 停 止 さ せ る 。 次 い で 、 図 １ ８ に 示 す 様 に 電 動 モ ー タ ３ １ を 駆 動 し て 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル
２ ９ に 保 持 さ れ た 原 木 ７ を 、 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 に 想 定 さ れ る 夫 々 の 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を
共 通 に 通 る 仮 想 線 Ｍ Ｌ ３ が 基 準 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ と 平 行 に な る よ う に 回 動 さ せ る 。
尚 、 ホ ル ダ ５ ７ が 図 １ ８ に お け る 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ 側 に 回 動 し 待 機 し た 際 の 保 持 部
材 ５ ５ に 設 定 し て あ る 基 準 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ は 、 上 記 の 様 に 常 に 定 位 置 と な る た め 、 前 記 の 様
に 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ で 原 木 ７ を 回 転 さ せ 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 で の 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ
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を 演 算 処 理 し た 後 、 ホ ル ダ ５ ７ を 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ 側 に 回 動 さ せ る 前 に 、 芯 出 し 用
ス ピ ン ド ル ２ ９ に よ り 夫 々 の 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 共 通 に 通 る 仮 想 線 Ｍ Ｌ ３ が 基 準 仮 想 線 Ｍ
Ｌ ２ と 平 行 に な る よ う に 回 動 さ せ て も 良 い 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ か ら の 信 号 で 実 施 形 態 ３ と 同 様 に 第 １ 作 動 部 材 １ ９ の 作 動 で 保 持 部 材 ５
５ に よ り 原 木 ７ を 保 持 し 、 そ し て 芯 出 し 用 ス ピ ン ド ル ２ ９ に よ る 原 木 ７ の チ ャ ッ キ ン グ を
解 除 さ せ る 。 次 い で 原 木 ７ に お け る 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 の 各 芯 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 演 算
さ れ た 制 御 デ ー タ に よ り 夫 々 の 電 動 モ ー タ ２ ３ を 駆 動 制 御 し 且 つ 移 動 量 を 回 転 角 検 出 器 ２
３ ａ に 検 出 す る こ と で 保 持 部 材 ５ ５ を 軸 ５ １ の 半 径 方 向 に 各 々 移 動 さ せ 、 保 持 部 材 ５ ５ に
保 持 さ れ た 原 木 ７ の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 に 想 定 さ れ る 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 、 軸 ５ １ の 中 心
Ｒ を 中 心 と し 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ を 通 る 円 弧 上 に 一 致 さ せ る （ 図 １ ９ 参 照 ）
。
ま た 、 こ の 状 態 で Ｃ Ｐ Ｕ ４ １ は 、 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ と 中 心 Ｒ を 結 ぶ 仮 想 線 Ｍ Ｌ ６ と 仮 想 線
Ｍ Ｌ ２ と が な す 角 度 β を 演 算 す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 実 施 形 態 ３ 及 び ４ に お け る 保 持 部 材 ５ ５ の 中 心 を 通 る 基 準 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ は 軸 ５ １ の
中 心 Ｒ を 通 る 想 定 と し た が 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 軸 ５ １ の 中 心 Ｒ を 通 ら な い 線 を 想 定 し 、
ホ ル ダ ５ ７ に 対 す る 保 持 部 材 ５ ５ を 該 基 準 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ と 平 行 に 移 動 可 能 と 構 成 す れ ば 良
い 。
即 ち 、 夫 々 の 芯 位 置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 通 る 仮 想 線 Ｍ Ｌ ３ と 基 準 仮 想 線 Ｍ Ｌ ２ と が 平 行 又 は 一 致
す る よ う に 制 御 し 、 次 い で 各 芯 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 演 算 さ れ た 制 御 デ ー タ に よ り 夫 々 の
電 動 モ ー タ ２ ３ を 駆 動 制 御 し 且 つ 移 動 量 を 回 転 角 検 出 器 ２ ３ ａ に 検 出 す る こ と で 保 持 部 材
５ ５ を 軸 ５ １ の 半 径 方 向 に 各 々 移 動 さ せ 、 原 木 ７ の 両 木 口 ７ ａ 、 ７ ｂ 面 に 想 定 さ れ る 芯 位
置 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 、 軸 ５ １ の 中 心 Ｒ を 中 心 と し 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ の 回 転 中 心 Ｐ を 通 る 円 弧
上 に 一 致 さ せ る 。 次 い で 、 芯 位 置 ７ ｃ と 中 心 Ｒ を 結 ぶ 仮 想 線 と Ｍ Ｌ ４ と が な す 角 度 を 演 算
し 、 該 角 度 だ け 軸 ５ １ を 反 時 計 方 向 に 回 動 さ せ 、 以 下 同 様 に 切 削 用 ス ピ ン ド ル ９ で 原 木 を
チ ャ ッ キ ン グ す れ ば 良 い の で あ る 。
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